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        意
見
交
換
会
は
、
君
塚
中
執
（
Ｏ
Ｂ
担
当
）
の

司
会
で
始
め
ら
れ
、主
催
者
の
石
井
副
委
員
長
が

「
た
し
ろ
選
挙
」
の
お
礼
を
述
べ
た
後
、「
エ
ル

ダ
ー
制
度
は
良
い
制
度
だ
が
、
ま
だ
問
題
点
も

あ
る
。
会
社
は
今
「
病
気
」
に
罹
っ
て
い
る
が
、

闘
う
主
戦
場
は
職
場
な
の
で
、
今
後
も
宜
し
く

お
願
い
し
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

続
い
て
山
白
組
織
部
長
か
ら
、①
定
年
延
長
と

合
わ
せ
て
、エ
ル
ダ
ー
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、

今
後
、
会
社
と
協
議
し
て
い
く
、
②
エ
ル
ダ
ー
組

合
員
は
、
エ
ル
ダ
ー
期
間
が
終
了
す
る
ま
で
に
Ｏ
Ｂ

会
員
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
た
め
の
取
り
組
み
を

地
本
・
支
部
段
階
で
さ
ら
に
強
化
し
て
い
き
た
い
、

③
エ
ル
ダ
ー
職
場
の
労
働
条
件
や
職
場
環
境

改
善
を
図
る
た
め
の
専
門
組
織
を
確
立
し
て

い
き
た
い
、④
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
分
会
所
属
を 

        確
定
し
て
、
分
会
の
行
事
や
諸
活
動
に
参
加
し

易
い
体
制
を
早
急
に
構
築
し
て
い
き
た
い
、

等
の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

討
論
で
は
、各
地
本
の
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
や

責
任
者
の
延
べ
二
十
三
名
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

意
見
が
多
岐
に
亘
り
出
さ
れ
ま
し
た
。 

出
さ
れ
た
主
な
意
見
は
次
の
通
り
で
す
。 

○ 

出
向
先
の
労
働
環
境
が
悪
い
の
で
、

途
中
で
辞
め
る
人
が
多
い
。 

○ 

他
地
本
か
ら
出
向
で
来
る
エ
ル
ダ
ー

組
合
員
の
分
会
所
属
が
は
っ
き
り

し
て
い
な
い
。 

○ 

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
に
は
、
選
挙
や

ハ
ガ
キ
行
動
の
依
頼
以
外
は
、
分
会

行
事
な
ど
の
連
絡
が
滞
っ
て
い
る
。 

○ 
今
ま
で
の
「
退
職
者
の
会
」
年
二
回

開
催
を
毎
月
開
催
す
る
よ
う
に
し
た
。 

○ 

地
本
で
「
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
連
絡
会
」
を

結
成
し
、
系
統
を
超
え
た
議
論
を
し
て

良
い
結
果
を
得
て
い
る
。 

ま
た
エ
ル
ダ
ー
制
度
そ
の
も
の
に
関
わ
る

問
題
と
し
て
、
①
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
休
日
数

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ｒ
本
体
の
年
間
百
十
四

日
を
下
回
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
、

②
出
向
先
の
業
務
遂
行
の
た
め
の
教
育
に

つ
い
て
は
、
業
務
に
携
わ
る
時
に
責
任
を

持
っ
て
充
分
な
教
育
を
施
す
こ
と
。
③
出
向

先
を
決
定
す
る
際
に
は
、
十
分
な
事
前
説
明

を
す
る
こ
と
、
の
３
点
に
つ
い
て
再
度
本
部
・

本
社
間
で
協
議
し
て
く
れ
る
よ
う
に
強
い

要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

  

最
後
に
、
柳
業
務
部
長
が
、
①
グ
ル
ー
プ

会
社
と
の
労
使
関
係
が
ル
ー
ル
化
さ
れ
て

い
な
い
の
で
、
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
問
題

解
決
に
向
け
て
今
後
も
努
力
す
る
、
②
エ
ル

ダ
ー
制
度
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
社
と

話
し
合
っ
て
い
く
、
③
今
後
も
こ
の
意
見

交
換
会
は
継
続
し
て
い
く
、
と
の
ま
と
め
が

あ
り
、
全
体
で
確
認
し
合
い
ま
し
た
。 

  

今
回
の
意
見
交
換
会
に
は
、
各
地
本
の

責
任
者
も
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た

本
部
と
し
て
も
将
来
の
エ
ル
ダ
ー
制
度
の

見
直
し
や
組
織
整
備
に
着
手
す
る
等
、
エ
ル

ダ
ー
組
合
員
に
一
筋
の
光
明
が
見
え
た
意
義

あ
る
意
見
交
換
会
と
な
り
ま
し
た
。 

〃Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
本
部
〄 

Ｏ
Ｂ
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た 

バ
ス
関
東
本
部
Ｏ
Ｂ
連
絡
会 

事
務
次
長 

 

中 

島 
 
 

諭 

去
る
十
一
月
二
十
九
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

バ
ス
関
東
本
部
は
、
中
央
本
部
大
会
議
室
に

お
い
て
「Ｏ
Ｂ
連
絡
会
結
成
総
会
」を
開
催

し
ま
し
た
。 

来
賓
に
本
部
Ｏ
Ｂ
会
か
ら
大
熊
会
長
、

伊
藤
事
務
局
長
、
石
井
事
務
局
次
長
を

招
き
、
職
場
か
ら
の
Ｏ
Ｂ
会
代
表
者
を

含
め
、
参
加
者
二
十
名
で
バ
ス
関
東
本
部

Ｏ
Ｂ
連
絡
会
規
則
等
を
議
論
し
、
新
役
員
を

決
定
し
ま
し
た
。 

懇
親
会
で
は
国
鉄
改
革
時
、
国
労
か
ら

別
れ
「
国
鉄
自
動
車
労
組
」
を
結
成
し
、

そ
の
後
、
日
鉄
労
を
結
成
す
る
ま
で
の

職
場
で
の
闘
い
に
奮
闘
し
て
き
た
苦
労
話

な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
そ
し
て

各
職
場
か
ら
の
力
強
い
決
意
表
明
を
受
け

ま
し
た
。 

最
後
に
、
十
一
月
八
日
に
分
会
Ｏ
Ｂ
会
を

結
成
し
た
バ
ス
東
京
分
会
を
皮
切
り
に

順
次
各
分
会
も
結
成
し
、
Ｏ
Ｂ
会
同
士
の

連
絡
・連
携
を
密
に
し
て
Ｊ
Ｒ

東
労
組
Ｏ
Ｂ
会
と
の
連
帯
の

輪
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

を
全
員
で
確
認
し
ま
し
た
。 
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去
る
十
二
月
三
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
本
部
・大
会
議
室
で
「エ
ル
ダ
ー
組
合
員
（Ｏ
Ｂ
会
員
）と

本
部
役
員
と
の
意
見
交
換
会
」が
、
昨
年
に
引
き
続
き
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

意
見
交
換
会
に
は
、
本
部
・石
井
副
委
員
長
を
始
め
、
本
部
役
員
・Ｏ
Ｂ
会
三
役
、
そ
し
て

全
国
十
二
地
本
の
責
任
者
と
エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
総
勢
五
十
三
名
が
参
加
し
ま
し
た
。 

本
部
か
ら
の
問
題
提
起 

職
場
改
善
を
求
め
る
声
が･

･
･
 

制
度
の
問
題
は
本
社
と
協
議
す
る 

エ
ル
ダ
ー
の
未
来
に
大
き
な
一
歩 

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

去
る
十
二
月
九
日
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組

初
代
委
員
長
松
崎
明
さ
ん
が
御
逝
去

さ
れ
ま
し
た
。松
崎
さ
ん
は
国
鉄
改
革
を

先
頭
に
立
っ
て
牽
引
し
、
組
合
員
の 

雇
用
と
職
場
と
組
織
を
守
る
た
め
に
奮
闘
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
私
達
に
「
生
涯
労
働
者
な
り
」
と
呼
び
掛
け
、

Ｏ
Ｂ
会
の
結
成
に
も
尽
力
さ
れ
た
優
れ
た
指
導
者
で

し
た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

〃
新
役
員
〄 

会 
 

長 
 

鈴
木 

政
和
（
館
山
） 

副
会
長 

 

田
畑 

陽
司
（
伊
那
） 

 
 

〃 
 
 

越
川 

信
吾
（八
日
市
場
） 

 
 

〃 
 

 

石
塚 

広
美
（
水
戸
） 

 
 

〃 
 

 

来
栖 

健
一
（
宇
都
宮
） 

事
務
長 

 

葛
原 

英
世
（
東
京
） 

事
務
次
長 

中
島 

  

諭 

（Ｏ
Ｂ
担
当
） 



    
Ｊ
Ｒ
総
連
・
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
は
十
一
月

二
十
四
日
、「
退
職
者
連
合
」
の
指
示

に
基
づ
き
、衆
参
五
名
の
国
会
議
員
に

要
請
行
動
を
行
な
い
ま
し
た
。
こ
の
要
請

行
動
に
は
、大
熊
会
長
を
始
め
四
名
の

三
役
が
参
加
し
ま
し
た
。 

今
回
の
要
請
行
動
は
、
去
る
七
月

十
四
日
に
開
催
さ
れ
た
第
七
回
退
職
者

連
合
定
期
総
会
で
決
定
さ
れ
た
「
対
政
府

要
求
」を
来
年
度
の
予
算
編
成
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

〔
対
政
府
要
求
の
内
容
は
左
記
の
通
り
〕 

１ 

年
金
問
題
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、

年
金
受
給
者
・
退
職
者
連
合
の

意
見
が
反
映
さ
れ
る
場
を
設
け
て

も
ら
い
た
い
。 

２ 

医
療
制
度
は
、
現
在
「
改
革

会
議
」
で
検
討
中
だ
が
、
国
保
の

運
営
は
期
限
を
区
切
り
、
市
町
村

か
ら
都
道
府
県
に
移
行
す
べ
き

で
あ
る
。 

３ 

介
護
の
社
会
化
理
念
に
基
づ
き
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
と
き

利
用
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で

あ
る
。 

４ 

所
得
税
の
公
的
年
金
控
除
、

老
年
者
控
除
を
速
ゃ
か
に
復
元

し
て
も
ら
い
た
い
。 

こ
の
日
訪
れ
た
の
は
、
竹
田
光
明

(

民
主)

、
山
崎 

誠(

民
主)

、
川
口 

浩

(

民
主)

の
各
衆
議
院
議
員
と
、
谷 

亮
子

(

民
主)

、
山
内
徳
信(

社
民)

参
議
院

議
員
の
五
名
で
、
竹
田
光
明
議
員
と

谷 

亮
子
議
員
の
秘
書
に
は
直
接
要

請
書
を
手
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

    

ま
た
要
請
行
動
の
最
後
に
、
田
城 

郁

参
議
院
事
務
所
を
訪
れ
た
際
に
は
、
委
員
会

出
席
の
た
め
に
事
前
学
習
を
し
て
い
た

田
城
議
員
本
人
も
顔
を
出
し
、「
Ｏ
Ｂ
会

の
課
題
に
つ
い
て
も
一
生
懸
命
ゃ
る
ョ
」

と
力
強
く
声
を
掛
け
て
頂
き
、
大
き
な
勇
気

を
得
ま
し
た
。 

平
成
二
三
年
度
の
予
算
編
成
期
を
迎
え
、

年
金
財
源
の
二
分
の
一
国
庫
負
担
の
減
額
ゃ

物
価
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
年
金
給
付
の
減
額

を
求
め
る
財
務
省
の
動
き
も
あ
り
、
介
護

保
険
の
改
悪
も
控
え
て
い
ま
す
。 

本
部
Ｏ
Ｂ
会
は
、
今
後
も
退
職
者
連
合

ゃ
Ｊ
Ｒ
総
連
Ｏ
Ｂ
連
絡
会
と
の
連
携
を
強

め
な
が
ら
、
高
齢
者
問
題
の
解
決
に
向
け
て

着
実
に
歩
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

                    

〔西
関
東
ブ
ロ
ッ
ク 

横
浜
・八
王
子
・大
宮
の
地
本
間
交
流
／
報
告
〕 

  

横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会  

幹
事  

阿  

部  

秀  

夫    

こ
の
と
こ
ろ
滞
っ
て
い
た
西
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
地
本
間
交
流
が
久
々
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
十
二
月
一
日
、
神
奈
川
県
小
田
原
市
の
曾
我
に
お
い
て
、
西
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
の
三
地
本
Ｏ
Ｂ
会
（横
浜
・八
王
子
・大
宮
）
の
会
員
、
約
六
〇
名
が
集
ま
り
、

初
め
て
の
〝
交
流
ミ
カ
ン
狩
り
〟
を
行
な
い
ま
し
た
。 

当
日
は
、
御
殿
場
線
の
下
曽
我
駅
か
ら
約
二
〇
分
歩
き
、
現
地
に

到
着
後
、
直
ち
に
収
穫
用
の
ハ
サ
ミ
を
使
っ
て
ミ
カ
ン
狩
り
を
始

め
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
初
め
て
ミ
カ
ン
狩
り
を
す
る
人

も
い
て
、
す
っ
か
り
童
心
に
か
え
っ
て
大
は
し
ゃ
ぎ
し
な
が
ら
、

摘
み
取
っ
た
ミ
カ
ン
を
袋
い
っ
ぱ
い
に
詰
め
込
ん
で
い
ま
し
た
。 

交
流
ミ
カ
ン
狩
り
の
会
場
と
な
っ
た
横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の

幹
事
を
し
て
い
る
小
酒
部
氏
の
農
園
は
、
遠
く
に
は
箱
根
の

連
山
と
雄
大
な
富
士
山
を
眺
め
ら
れ
る
高
台
に
あ
り
、
ミ
カ
ン

狩
り
を
終
え
た
後
の
交
流
会
も
、
時
間
が
経
つ
の
も
忘
れ
る
ほ
ど
の

盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。 

交
流
会
で
は
、
先
の
「た
し
ろ
選
挙
」で
の
苦
労
話
や
か
つ
て
の

「マ
ル
生
」や
「国
鉄
改
革
」等
の
武
勇
伝
に
花
が
咲
き
、
若
い
組
合
員

に
「語
り
部
」と
な
っ
て
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、

お
互
い
が
確
認
し
合
う

場
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
三
地
本
Ｏ
Ｂ
会
の

交
流
ミ
カ
ン
狩
り
を
担
当

し
た
横
浜
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、

こ
の
交
流
会
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
一
週
間
前

か
ら
入
念
な
打
ち
合
わ
せ

を
行
な
い
、
会
長
を
先
頭

に
し
て
準
備
に
万
全
を

期
し
て
き
ま
し
た
。 

そ
う
し
た
準
備
委
員

の
数
々
の
思
い
が
い
っ
ぱ

い
詰
ま
っ
た
「豚
汁
」や｢

焼
き
ソ
バ｣
の
一
つ
一
つ
が
最
高
の
つ
ま

み
と
な
り
、
参
加
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。 

今
回
初
め
て
開
催
さ
れ
た
「交
流
ミ
カ
ン
狩
り
」は
、
晴
天
に
も
恵
ま
れ
、
予
想

し
た
人
数
よ
り
も
多
く
の
Ｏ
Ｂ
会
員
が
参
加
し
、
早
く
も
「来
年
は
、
八
王
子
で

や
る
ぞ
」の
声
も
出
る
な
ど
、
大
成
功
の
う
ち
に
終
え
ま
し
た
。 

〔千
葉
地
本
Ｏ
Ｂ
会
／
秋
季
ハ
イ
キ
ン
グ
開
催
の
報
告
〕 

小
春
日
和
の
秋
空
の
下
、
戦
跡
め
ぐ
り 

 

千
葉
地
本
Ｏ
Ｂ
会
は
、
昨
年
十
一
月
十
四
日
に
千
葉
県
・内
房
総
の

館
山
で
、
恒
例
の
秋
季
ハ
イ
キ
ン
グ
を
開
催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
、
館
山
駅
に
集
合
し
た
Ｏ
Ｂ
会
員
た
ち
は
、

鈴
木
政
和
幹
事
（Ｊ
Ｒ
バ
ス
関
東
館
山
分
会
Ｏ
Ｂ
）の
案
内
役
で
、
館
山
駅

→
館
山
港
に
あ
る
水
上
飛
行
機
の
格
納
庫
・ス
ロ
ー
プ
→
赤
山
地
下
壕

→
光
ゴ
ケ
（藻
）と
沼
の
珊
瑚
→
城
山
城
の
コ
ー
ス
順
で
散
策
し
な
が
ら

全
長
一
〇
キ
ロ
近
く
を
歩
き
ま
し
た
。 

戦
跡
め
ぐ
り
で
は
、
戦
闘
に
参
加
す
る
水
上
飛
行
機
が
館
山
港
か
ら

飛
び
立
っ
た
説
明
を
聞
い
た
り
、
飛
行
機
の
形
を
し
た
掩
体
壕
（格
納
庫
）

な
ど
を
踏
査
し
、
終
戦
か
ら
六
五
年
経
っ
た
今
日
で
も
、
当
時
の
戦
争
の

名
残
り
を
感
じ
と
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
の
秋
季
ハ
イ
キ
ン
グ
に
は
、

家
族
も
含
め
十
九
名
が
参
加
し
ま

し
た
が
、
「た
し
れ
」参
院
選
を
一
緒
に

闘
っ
た
東
京
地
本
の
Ｏ
Ｂ
会
員
（千
葉
県

在
住
）
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
た
こ

と
か
ら
、
東
京
地
本
所
属
の
会
員
も
参

加
し
て
頂
き
、
お
互
い
の
親
睦
を
深

め
る
と
共
に
有
意
義
な
交
流
の
場

と
な
り
ま
し
た
。 
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） 退
職
者
連
合
の
「対
政
府
要
求
」を
携
え 

谷
亮
子
議
員
（

秘
書
）

ら
に
要
請
書
を
手
渡
す 

 

久
々
に
地
本
間
交
流
を
再
開 

 

私達ＯＢ会は、今夏の参院選において「たしろ 
かおる」を国政に送るという快挙を成し遂げました。
そして今、超高齢化社会を迎える中で、高齢者が 

直面する諸問題に挑戦して「安心して健やかでゆたかに暮ら
せる社会」の実現めざして活動を推し進めています。今年
からはＯＢ会員に喜んで読んで頂ける『我らの声』を創ろう
と企画を練り、多くの会員に投稿を呼び掛けています。 

 原稿は形式自由で、概ね1,600字〔２㌻〕以内とします。 
 勿論テーマは自由ですが、下記のテーマで執筆
頂けると、ありがたいです。 

 
 
 
 
 
 原稿締め切り：2月28日 
 原稿送付先：各地方本部のＯＢ担当者・ＯＢ会役員
まで 

 

ＯＢ会活動／日常生活／趣味・サークル・ボランティア
活動／地域社会への関わり／医療・介護・福祉活動／
私の健康法／戦争・平和・政治・経済・労働運動／エル
ダー職場あれこれ 

原稿 
募集 

館山市・城山城前にて 

 


